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   Ｇ０２Ｂ   6/036    (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月6日(2008.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心から周辺まで、可変屈折率プロファイルを有するコア、次いで一定屈折率のクラッ
ディングを連続して備え、１４９５ｎｍの波長において、基本モードＬＰ０１に加えて、
少なくとも１つの高次モードの伝播を可能にする、波長多重化伝送システムのための１４
６０ｎｍから１５３０ｎｍに及ぶＳバンドにおける色分散補償光ファイバであって、コア
の屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、一方では、１４９５ｎｍの波長において
、第１に、色分散が－１５０ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さく、第２に、色分散対色分散傾斜
比が２００ｎｍと３００ｎｍとの間にあり、第３に、有効面積が６０μｍ２より大きく、
他方では、大域的色分散最小値に対応する波長が１５５０ｎｍと１６００ｎｍとの間にあ
るように決定される色分散補償光ファイバ。
【請求項２】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散が－２００ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さいように決定されることを特徴とする請求項１
に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項３】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散が－２５０ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さいように決定されることを特徴とする請求項２
に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項４】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散が－３００ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さいように決定されることを特徴とする請求項３
に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項５】
　高次モードが、モードＬＰ０２であることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項
に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項６】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散対色分散傾斜比が２００ｎｍと２５０ｎｍとの間にあるように決定されることを特徴
とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
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【請求項７】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、有
効面積が７０μｍ２より大きくなるように決定されることを特徴とする請求項１から請求
項６のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項８】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、有
効面積が８０μｍ２より大きくなるように決定されることを特徴とする請求項７に記載の
分散補償光ファイバ。
【請求項９】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、大
域的色分散最小値に対応する波長が１５７０ｎｍと１５９０ｎｍとの間にあるように決定
されることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項１０】
　コアの可変屈折率プロファイルが、中心から周辺まで、
　クラッディングの屈折率より大きい最大屈折率を有する中心スライスと、
　中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を有する第１周辺スライスと、
　中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を有する第２周辺スライスと、
　中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を有する第３周辺スライスとを連続し
て備えることを特徴とする請求項１から９のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項１１】
　中心スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との間の最大屈折率差（Δｎ１）が、
２０．１０－３と３２．１０－３との間にあり、中心スライスの外半径（ｒ１）が、３μ
ｍと４．５μｍとの間にあることを特徴とする請求項１０に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項１２】
　ゼロ半径とクラッディングの屈折率より大きい屈折率を有する中心スライスの部分の半
径（ｒ１）との間における、クラッディングに対する屈折率差の積分
【数１】

の値が、１００．１０－３と１１５．１０－３μｍとの間にあることを特徴とする請求項
１０または１１に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項１３】
　ゼロ半径とクラッディングの屈折率より大きい屈折率を有する中心スライスの部分の半
径（ｒ１）との間における、クラッディングに対する屈折率差と半径との積の積分の２倍
【数２】

の値が、３２５．１０－３μｍ２と４７５．１０－３μｍ２との間にあることを特徴とす
る請求項１０から１２のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項１４】
　ゼロ半径と第２周辺スライスの半径（ｒ３）との間における、クラッディングに対する
屈折率差と半径との積の積分の２倍

【数３】

の値が、４００．１０－３μｍ２と８００．１０－３μｍ２との間にあることを特徴とす
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る請求項１０から１３のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項１５】
　第１周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ２）が、－４
．１０－３と５．１０－３との間にあり、第１周辺スライスの外半径（ｒ２）が、５μｍ
と１１μｍとの間にあることを特徴とする請求項１０から１４のいずれか一項に記載の分
散補償光ファイバ。
【請求項１６】
　第２周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ３）が、－５
．１０－３と５．１０－３との間にあり、第２周辺スライスの外半径（ｒ３）が、８μｍ
と１５μｍとの間にあることを特徴とする請求項１０から１５のいずれか一項に記載の分
散補償光ファイバ。
【請求項１７】
　第３周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ４）が、－５
．１０－３と５．１０－３との間にあり、第３周辺スライスの外半径（ｒ４）が、１１μ
ｍと１７μｍとの間にあることを特徴とする請求項１０から１６のいずれか一項に記載の
分散補償光ファイバ。
【請求項１８】
　コアの可変屈折率プロファイルが、中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を
有する第４周辺スライスを備え、前記第４周辺スライスが、第３周辺スライスの周上に位
置することを特徴とする請求項１０から１７のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ
。
【請求項１９】
　第４周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ５）が、０と
１０．１０－３との間にあり、第４周辺スライスの外半径（ｒ５）が、１４μｍと１７μ
ｍとの間にあることを特徴とする請求項１８に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２０】
　中心から周辺まで、可変屈折率プロファイルを有するコア、次いで一定屈折率のクラッ
ディングを連続して備え、基本モードＬＰ０１に加えて、１４９５ｎｍの波長において、
少なくとも１つの高次モードの伝播を可能にする波長多重化伝送システムのための１４６
０ｎｍから１５３０ｎｍに及ぶＳバンドにおける色分散補償光ファイバであって、コアの
屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、一方では、１４９５ｎｍの波長において、
第１に、色分散が－１５０ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さく、第２に、色分散対色分散傾斜比
が１３０ｎｍより小さく、第３に、有効面積が５０μｍ２より大きく、他方では、大域的
色分散最小値に対応する波長が１５３０ｎｍと１５８０ｎｍとの間にあるように決定され
る色分散補償光ファイバ。
【請求項２１】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散が－２００ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さくなるように決定されることを特徴とする請求
項２０に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２２】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散が－２５０ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さくなるように決定されることを特徴とする請求
項２１に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２３】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散が－３００ｐｓ／ｎｍ－ｋｍより小さくなるように決定されることを特徴とする請求
項２２に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２４】
　高次モードが、モードＬＰ０２であることを特徴とする請求項１から２３のいずれか一
項に記載の分散補償光ファイバ。
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【請求項２５】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、色
分散対色分散傾斜比が９０ｎｍと１１０ｎｍとの間にあるように決定されることを特徴と
する請求項１から２４のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２６】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、有
効面積が６５μｍ２より大きくなるように決定されることを特徴とする請求項１から２５
のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２７】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、有
効面積が８０μｍ２より大きくなるように決定されることを特徴とする請求項２６に記載
の分散補償光ファイバ。
【請求項２８】
　コアの屈折率プロファイルが、前記高次モードでは、１４９５ｎｍの波長において、大
域的色分散最小値に対応する波長が１５４０ｎｍと１５６０ｎｍとの間にあるように決定
されることを特徴とする請求項１から２７のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項２９】
　コアの可変屈折率プロファイルが、中心から周辺まで、
　クラッディングの屈折率より大きい最大屈折率を有する中心スライスと、
　中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を有する第１周辺スライスと、
　中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を有する第２周辺スライスと、
　中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を有する第３周辺スライスとを連続し
て備えることを特徴とする請求項１から２８のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ
。
【請求項３０】
　中心スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との最大屈折率差（Δｎ１）が、１５
．１０－３と３０．１０－３との間にあり、中心スライスの外半径（ｒ１）が、３．５μ
ｍと５μｍとの間にあることを特徴とする請求項２９に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項３１】
　ゼロ半径とクラッディングの屈折率より大きい屈折率を有する中心スライスの部分の半
径（ｒ１）との間における、クラッディングに対する屈折率差と半径との積の積分の２倍
【数４】

の値が、３７５．１０－３μｍ２と５２５．１０－３μｍ２との間にあることを特徴とす
る請求項２９または３０に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項３２】
　ゼロ半径と第２周辺スライスの半径（ｒ３）との間における、クラッディングに対する
屈折率差と半径との積の積分の２倍
【数５】

の値が、４００．１０－３μｍ２と７００．１０－３μｍ２との間にあることを特徴とす
る請求項２９から３１のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項３３】
　第１周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ２）が、－７
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．１０－３と５．１０－３との間にあり、第１周辺スライスの外半径（ｒ２）が、５μｍ
と１０μｍとの間にあることを特徴とする請求項２９から３２のいずれか一項に記載の分
散補償光ファイバ。
【請求項３４】
　第２周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ３）が、－５
．１０－３と５．１０－３との間にあり、第２周辺スライスの外半径（ｒ３）が、７μｍ
と１５μｍとの間にあることを特徴とする請求項２９から３３のいずれか一項に記載の分
散補償光ファイバ。
【請求項３５】
　第３周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ４）が、－５
．１０－３と５．１０－３との間にあり、第３周辺スライスの外半径（ｒ４）が、１０μ
ｍと１６μｍとの間にあることを特徴とする請求項２９から３４のいずれか一項に記載の
分散補償光ファイバ。
【請求項３６】
　コアの可変屈折率プロファイルが、中心スライスの最大屈折率より小さい最大屈折率を
有する第４周辺スライスを備え、前記第４周辺スライスが、第３周辺スライスの周上に位
置することを特徴とする請求項２９から３５のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ
。
【請求項３７】
　第４周辺スライスの屈折率とクラッディングの屈折率との屈折率差（Δｎ５）が、０と
１０．１０－３との間にあり、第４周辺スライスの外半径（ｒ５）が、１４μｍと１７μ
ｍとの間にあることを特徴とする請求項１８に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項３８】
　１４９５ｎｍの波長において、１０ｍｍの半径の湾曲によって生じる損失が、１００ｄ
Ｂ／ｍより小さいことを特徴とする請求項１から３７のいずれか一項に記載の分散補償光
ファイバ。
【請求項３９】
　１４９５ｎｍの波長において、１０ｍｍの半径の湾曲によって生じる損失が、５０ｄＢ
／ｍより小さいことを特徴とする請求項３８に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項４０】
　減衰が、１４９５ｎｍの波長において、１．５ｄＢ／ｋｍより小さいことを特徴とする
請求項１から３９のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項４１】
　減衰が、１４９５ｎｍの波長において、１ｄＢ／ｋｍより小さいことを特徴とする請求
項４０に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項４２】
　偏光モード分散が、１４９５ｎｍの波長において、０．５ｐｓ／ｋｍ１／２より小さい
ことを特徴とする請求項１から４１のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項４３】
　偏光モード分散が、１４９５ｎｍの波長において、０．２ｐｓ／ｋｍ１／２より小さい
ことを特徴とする請求項４２に記載の分散補償光ファイバ。
【請求項４４】
　モジュール（３）が、先行請求項のいずれか一項に記載の分散補償光ファイバ（４）を
備えることを特徴とする色分散補償モジュール。
【請求項４５】
　基本モードを高次モードに変換することができる第１モード変換器（２）、前記分散補
償光ファイバ（４）、および高次モードを基本モードに変換することができる第２モード
変換器（５）を直列に連続して備えることを特徴とする請求項４４に記載の色分散補償モ
ジュール。
【請求項４６】
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　線光ファイバ（１）および請求項４４または４５に記載の補償モジュール（３）を直列
に連続して備えることを特徴とする光ファイバ波長多重化伝送システム。
【請求項４７】
　線光ファイバ（１）の長さと分散補償光ファイバ（４）の長さとの比が、１４９５ｎｍ
における線光ファイバ（１）の色分散と、１４９５ｎｍにおける分散補償光ファイバ（４
）の色分散との比の絶対値の逆数でほぼあることを特徴とする請求項４６に記載の光ファ
イバ波長多重化伝送システム。
【請求項４８】
　１４６０ｎｍと１５３０ｎｍとの間の各波長の累積色分散の絶対値が、１００ｋｍの伝
送にわたって平均して３０ｐｓ／ｎｍより小さいことを特徴とする請求項４６または４７
に記載の光ファイバ波長多重化伝送システム。
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